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第三次中期事業計画（平成２４年度～平成２６年度）の評価  

 

奈 良 県 信 用 保 証 協 会 は 、公 的 な「 保 証 機 関 」と し て 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 資 金 調 達 の 円滑

化 を 図 り 、 企 業 の 成 長 ・ 発 展 と 健 全 な 育 成 及 び 地 域 経 済 の 発 展 に 努 め て 参 り ま し た 。  

 平 成 ２ ４ 年 度 か ら 平 成 ２ ６ 年 度 の ３ ヵ 年 間 の 中 期 事 業 計 画 に 対 す る 実 施 評 価 は 、下 記 の と お り

で す 。  

 な お 、実 施 評 価 に つ き ま し て は 、奈 良 県 立 大 学 准 教 授 の 津 田 康 英 氏 、弁 護 士 の 片 山 賢 志 氏 お よ

び 中 小 企 業 診 断 士 の 森 昭 彦 氏 に よ り 構 成 さ れ る「 外 部 評 価 委 員 会 」の 意 見・ア ド バ イ ス を 踏 ま え

作 成 い た し ま し た の で 、 こ こ に 公 表 い た し ま す 。  

 

 

１．地域経済の動向  

    平 成 ２ ４ 年 度 は 、個 人 消 費 が 依 然 と し て 低 調 に 推 移 し 、生 産 活 動 も 国 内 経 済 の 弱 含 み 等

か ら 低 下 し ま し た 。た だ し 、県 内 主 要 産 業 で あ る 観 光 関 係 で は 、閑 散 期 の 各 種 キ ャ ン ペー

ン な ど の 取 組 み に よ り 県 内 宿 泊 人 数 が 比 較 的 好 調 と な り 持 ち 直 し の 動 き が み ら れ ま し た 。 

    平 成 ２ ５ 年 度 は 、政 府 の 掲 げ た「 大 胆 な 金 融 政 策 」、「 機 動 的 な 財 政 政 策 」、「 民 間 投 資 を

喚 起 す る 成 長 戦 略 」の 一 体 的 な 推 進 に よ り 、県 内 経 済 に お い て も 、低 調 あ る い は 一 部で 弱

さ が 見 え る も の の 、個 人 消 費 、生 産 活 動 、雇 用 情 勢 を 含 め 、総 じ て 緩 や か な 回 復 傾 向 がみ

ら れ ま し た 。  

    平 成 ２ ６ 年 度 は 、円 安 に よ る 原 材 料 価 格 の 上 昇 な ど に よ り 厳 し い 状 況 で あ る が 、設 備 投

資 は 回 復 傾 向 。ま た 、生 産 活 動 は 、一 般 機 械 や 金 属 製 品 及 び 食 料 品 が 上 昇 し て お り 、総 じ

て 緩 や か に 持 ち 直 し つ つ あ り ま す 。  

    雇 用 情 勢 に つ い て は 、奈 良 県 の 有 効 求 人 倍 率 は 、平 成 ２ ５ 年 ３ 月 は ０ ．７ ３ 倍 と 前 年 同
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月 比 で ０ ．１ ０ ポ イ ン ト 増 加 。平 成 ２ ６ 年 ３ 月 は ０ ．８ ８ 倍 と 前 年 同 月 比 で ０ ．１ ５ ポ イ

ン ト の 増 加 と な り 、さ ら に 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 に は ０ ．９ ０ 倍 と 前 年 同 月 比 で ０ ．０ ２ ポ イ ン

ト の 増 加 と な り 、全 国 や 近 畿 地 区 の 倍 率 と 比 べ る と 下 回 っ て い る が 、徐 々 に 改 善 の 傾 向 に

あ り ま す 。  

 

 

２．中期業務運営方針に対する評価  

 

 第 三 次 中 期 事 業 計 画 の 業 務 運 営 方 針 と し て 掲 げ た 項 目 へ の 取 組 状 況 は 、 下 記 の と お り で す 。  

 

（ １ ） 政 策 保 証 の 推 進  

   業 況 が 悪 化 し て い る 業 種 の 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 や 台 風 被 害 等 の 自 然 災 害 に よ っ て 大 き

な 被 害 を 受 け て い る 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 対 し 、セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 保 証 や 借 換 保 証 お よ び

災 害 関 連 の 保 証 に よ り 、 積 極 的 に 支 援 し 資 金 繰 り の 安 定 化 に 努 め ま し た 。  

   セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 保 証 の 保 証 承 諾 は 、平 成 ２ ４ 年 度 １ ，４ ３ ９ 件 、２ ９ ８ 億 円 、２ ５ 年 度

８ ２ ５ 件 、１ ７ ５ 億 円 、２ ６ 年 度 ２ ５ ２ 件 、６ ６ 億 円 と 指 定 業 種 の 減 少 も あ り 、保 証 は 低調

と な っ て い ま す 。  

   平 成 ２ ３ 年 の 台 風 １ ２ 号 に 係 る 災 害 関 連 の 保 証 に つ い て は 、甚 大 な 被 害 の あ っ た 県 南 部 の

復 興 が 急 ピ ッ チ で 行 わ れ た こ と も あ り 、保 証 承 諾 は 、平 成 ２ ４ 年 度 ４ １ 件 、１ ２ 億 円 、平成

２ ５ 年 度 ３ 件 、 ２ 億 円 と な り ま し た 。  

   地 方 公 共 団 体 保 証 制 度 に つ い て は 、奈 良 県 と 毎 年 定 期 的 に 保 証 制 度 に 関 す る 情 報 交 換 を 行

い 利 用 促 進 に 努 め ま し た 。特 に 平 成 ２ ６ 年 度 は 、当 協 会 創 立 ６ ５ 周 年 事 業 の 一 環 と し て 、県

制 度 の 一 部 と タ イ ア ッ プ し 保 証 料 を 低 減 し た「 県 経 営 強 化 資 金 み ら い 奈 良 ６ ５ 」を 創 設 し た
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こ と も あ り 、 県 制 度 全 体 の 保 証 承 諾 は 前 年 度 を 大 き く 上 回 る 実 績 と な り ま し た 。  

   市 町 村 と は 、平 成 ２ ５ 年 度 よ り 、当 協 会 主 催 の 情 報 交 換 会 を 開 催 。ま た 、平 成 ２ ６ 年 度 は 、

各 市 町 村 の マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー を 使 用 し た 制 度 案 内 チ ラ シ を 作 成 し て 、広 報 活 動 の 強 化

に 努 め た こ と も あ り 、 市 町 村 全 体 の 保 証 承 諾 は 対 前 年 度 １ ６ ％ 増 加 し ま し た 。  

 

（ ２ ） 経 営 支 援 ・ 再 生 支 援 及 び 創 業 支 援 体 制 の 整 備  

   相 談 体 制 の 確 立 に つ い て は 、平 成 ２ ５ 年 度 、経 営 支 援 課 に 経 営 支 援・再 生 支 援 の 専 任 者 ２

名 を 配 置 し た が 、対 象 案 件 が 多 く 十 分 な 対 応 が で き ま せ ん で し た 。そ こ で 、平 成 ２ ６ 年 度 に

は 、経 営 支 援 課 を 経 営 支 援・再 生 支 援・創 業 支 援 に 特 化 さ せ 、創 業 に 関 す る 相 談・申 込 案件

を 一 元 管 理 す る 体 制 を 整 え 、創 業 者 向 け 休 日 相 談 会 の 実 施 や 創 業 後 の モ ニ タ リ ン グ を 効 率 的

に 行 う な ど 支 援 強 化 に 努 め ま し た 。  

   外 部 機 関 等 と の 連 携 に つ い て は 、平 成 ２ ４ 年 度 に「 奈 良 県 中 小 企 業 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 」を

組 成 し 、会 議 と し て 平 成 ２ ４ 年 度 と 平 成 ２ ５ 年 度 は 各 ３ 回 、平 成 ２ ６ 年 度 は ２ 回 、そ れ ぞ れ

開 催 し 、 参 加 機 関 の 知 識 の 向 上 と 再 生 目 線 の 平 準 化 に 取 組 み ま し た 。  

   奈 良 県 中 小 企 業 再 生 支 援 協 議 会 と は 、毎 期 、月 １ 回 経 営 支 援・再 生 支 援 に 関 す る 意 見 交 換

会 を 実 施 し 、 支 援 先 の 選 定 に 取 組 み ま し た 。  

   平 成 ２ ５ 年 度 よ り 、「 経 営 サ ポ ー ト 会 議 」 を 開 催 し 、 保 証 先 企 業 へ の 借 換 保 証 や 返 済 緩 和

の 条 件 変 更 に よ る 支 援 を 強 化 。ま た 、奈 良 県 中 小 企 業 再 生 支 援 協 議 会 と 連 携 し「 経 営 改 善 計

画 補 助 事 業 」 に 対 す る 一 部 補 助 の 実 施 や 奈 良 県 中 小 企 業 診 断 士 会 と 提 携 し て 「 専 門 家 派 遣 」

（ 費 用 は 全 額 協 会 負 担 ） を 実 施 し 支 援 強 化 に 努 め ま し た 。  

 

（ ３ ） 保 証 利 用 者 の 浸 透 率 の 向 上  

   中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 と の 接 点 が 多 い 金 融 機 関 の 職 員 を 対 象 に 信 用 補 完 制 度 お よ び 保 証
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制 度 等 、協 会 業 務 へ の 理 解 と 協 力 を 得 る た め 、金 融 機 関 の 営 業 店 や ブ ロ ッ ク 単 位 で の 勉 強 会

等 を 積 極 的 に 行 い ま し た 。  

   加 え て 、平 成 ２ ４ 年 度 か ら は 、協 会 に 対 す る 理 解 を 深 め て も ら う た め 、金 融 機 関 の 若 手 職

員 を 対 象 と し た 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。ま た 、新 規 顧 客 の 利 用 推 進 キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 す る

な ど 、保 証 利 用 者 の 増 加 を 図 り ま し た が 、保 証 利 用 企 業 者 数 は 、平 成 ２ ４ 年 度 末 は １ ３ ，６

９ ９ 企 業 、平 成 ２ ５ 年 度 末 １ ３ ，３ ５ ５ 企 業 、平 成 ２ ６ 年 度 末 １ ３ ，１ ６ ２ 企 業 と 減 少 傾 向

に あ り ま す 。  

 

（ ４ ） 期 中 管 理 の 充 実  

   保 証 債 務 残 高 が １ 億 円 以 上 の 法 人 を 対 象 に 定 期 的 に 決 算 書 の 提 供 を 受 け 、財 務 内 容 が 悪 化

し て い る 先 に つ い て は 、 金 融 機 関 へ の ヒ ア リ ン グ を 行 い 早 期 実 態 把 握 に 努 め ま し た 。  

   ま た 、資 金 繰 り の 厳 し い 先 に つ い て は 、実 情 に 応 じ 借 換 保 証 の 提 案 や 返 済 緩 和 の 条 件 変 更

に 弾 力 的 に 応 じ 資 金 繰 り の 改 善 に 努 め ま し た 。  

事 故 報 告 先 に つ い て は 、面 談 や 訪 問 に よ り 早 期 に 実 態 を 把 握 し 、代 位 弁 済 が 必 至 と 判 断 し

た 場 合 は 、 早 期 に 代 位 弁 済 を 実 行 す る な ど 支 払 利 息 の 軽 減 に 努 め ま し た 。  

 

（ ５ ） 回 収 の 合 理 化  

   管 理 事 務 停 止 候 補 案 件 や そ れ に 準 ず る 回 収 困 難 な 案 件 に つ い て は 、サ ー ビ サ ー へ の 回 収 委

託 を 解 除 し て 管 理 課 で 一 元 管 理 す る こ と で 、サ ー ビ サ ー の 回 収 環 境 を 整 備 し 回 収 強 化 に 努 め

ま し た 。  

   ま た 、求 償 権 先 の 現 地 調 査 を 積 極 的 に 行 い 、回 収 見 込 み の な い 先 は 管 理 事 務 停 止 措 置 を 進

め ま し た 。  
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（ ６ ） そ の 他  

   平 成 ２ ４ 年 度 よ り 、中 間 決 算 を 実 施 し 監 事 会 で 報 告 す る な ど 、上 期 業 績 の 検 証 を 行 い ま し

た 。  

コ ン プ ラ イ ア ン ス 態 勢 の 推 進 に つ い て は 、全 職 員 を 対 象 に 意 識 調 査 、階 層 別 研 修 を 実 施 し

意 識 の 向 上 に 取 組 み 、事 務 ミ ス 案 件 は 、毎 月 の 定 例 会 議 に お い て 、原 因 分 析 を 行 い 、再 発 防

止 に 努 め ま し た 。  

反 社 会 的 勢 力 へ の 取 組 み で は 、平 成 ２ ４ 年 度 に「 奈 良 県 信 用 保 証 協 会 暴 力 団 等 排 除 対 策 協

議 会 」 を 一 新 し 、 奈 良 県 警 察 と の 連 携 強 化 を 図 り ま し た 。  

共 同 シ ス テ ム の 安 定 稼 働 に つ い て は 、平 成 ２ ４ 年 度 に 電 算 シ ス テ ム の 事 務 処 理 マ ニ ュ ア ル

を 策 定 し 、 各 担 当 者 へ の 処 理 手 順 の 周 知 を 図 り ま し た 。  

事 業 継 続 計 画 の 整 備 に つ い て は 、平 成 ２ ４ 年 度 に 事 業 継 続 計 画 を 策 定 し 、平 成 ２ ５ 年 度 は、

外 部 講 師 に よ る 基 礎 的 な 研 修 を 実 施 。平 成 ２ ６ 年 度 は 、災 害 に よ る 電 算 シ ス テ ム 停 止 時 に 対

応 す る 保 証 業 務 手 順 書 を 作 成 し 各 担 当 者 へ の 研 修 を 実 施 す る な ど 、各 職 員 へ の 危 機 管 理 に 関

す る 意 識 向 上 に 努 め ま し た 。  

広 報 活 動 に つ い て は 、平 成 ２ ４ 年 度 に ホ ー ム ペ ー ジ を リ ニ ュ ー ア ル し 、タ イ ム リ ー な 情 報

発 信 や 利 便 性 の 向 上 に 努 め ま し た 。ま た 、制 度 案 内 や 協 会 の 支 援 体 制 の リ ー フ レ ッ ト 、チ ラ

シ を 作 成 し 、 金 融 機 関 、 関 係 機 関 に 配 布 す る な ど 協 会 へ の 理 解 度 の 向 上 に も 努 め ま し た 。  

 

 

３．外部評価委員会の意見  

 

業 務 運 営 に 対 す る 評 価 意 見  
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１ ． 保 証 部 門  

 政 策 保 証 に つ い て は 、平 成 ２ ３ 年 度 の 台 風 １ ２ 号 に よ る 県 南 部 の 甚 大 な る 被 害 に あ た り 、国

や 県 と 連 携 し 迅 速 な 対 応 に よ り 復 興 に 貢 献 さ れ て い ま す 。  

ま た 、県 や 市 町 村 と の 連 携 に よ り 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 に 資 金 ニ ー ズ に 対 応 し た 保 証 制 度

の 創 設 や 広 報 活 動 を 積 極 的 に 取 組 ん で お り 継 続 し て い た だ き た い 。  

今 後 に お い て も 、県 や 市 町 村 と の 情 報 交 換 を 密 に し 、資 金 調 達 コ ス ト の 低 い 地 方 公 共 団 体 制

度 の 創 設 ・ 変 更 な ど 保 証 利 用 の 増 加 に 繋 が る よ う な 取 組 み に 期 待 し ま す 。  

経 営 支 援・再 生 支 援 及 び 創 業 支 援 体 制 の 整 備 に つ い て は 、平 成 ２ ５ 年 度 ま で は 、経 営・再 生・

創 業 の 支 援 体 制 が 十 分 と は 言 え な か っ た が 、平 成 ２ ６ 年 度 に は 、経 営 支 援 課 を こ の ３ つ の 支 援

に 特 化 さ せ 、「 経 営 サ ポ ー ト 会 議 」「 経 営 改 善 計 画 補 助 事 業 」「 専 門 家 派 遣 」 及 び 「 創 業 者 向 け

休 日 相 談 会 」「 創 業 後 の モ ニ タ リ ン グ 」 な ど 支 援 強 化 に 向 け た 取 組 み は 評 価 で き ま す 。  

  セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 保 証 ５ 号 の 指 定 対 象 業 種 の 縮 小 や 金 融 円 滑 化 の 終 了 な ど 、中 小 企 業・小 規

模 事 業 者 の 金 融 支 援 策 が 緊 急 時 か ら 平 時 の 対 応 へ シ フ ト す る 中 で 、県 内 中 小 企 業・小 規 模 事 業

者 が 資 金 繰 り に 支 障 を き た さ な い よ う 引 続 き 、金 融 支 援 と 経 営 支 援 の 両 面 か ら の サ ポ ー ト に 期

待 し ま す 。  

保 証 利 用 者 の 浸 透 率 の 向 上 に つ い て は 、中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 の 経 営 者 と の 接 点 の 多 い 金

融 機 関 の 担 当 者 に 対 し 、勉 強 会 や 研 修 会 等 を 実 施 し 、協 会 業 務 へ の 理 解 と 協 力 を 得 る こ と に は

意 義 が あ り ま す 。今 後 も 引 続 き 勉 強 会・研 修 会 等 の 実 施 に よ り 、保 証 利 用 の 推 進 を 図 っ て い た

だ き た い 。  

 

２ ． 期 中 管 理 部 門  

  大 口 保 証 先 の 実 態 把 握 に 努 め 、ま た 、資 金 繰 り の 厳 し い 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 に 対 し て は 、

借 換 保 証 の 提 案 や 返 済 緩 和 の 条 件 変 更 に 弾 力 的 に 応 じ 、資 金 繰 り の 改 善 に 努 め て い ま す 。引 続
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き 中 小 企 業 の 実 態 を 把 握 し 、 実 情 に 応 じ た 支 援 の 取 組 み に 期 待 し ま す 。  

 

３ ． 回 収 部 門  

  サ ー ビ サ ー と の 定 期 的 な 会 議 に よ り 、管 理 事 務 停 止 候 補 案 件 や そ れ に 準 ず る 回 収 困 難 な 案 件

に つ い て 、サ ー ビ サ ー へ の 回 収 委 託 を 解 除 し サ ー ビ サ ー の 回 収 業 務 の 効 率 化 に 取 組 ん で い ま す 。 

  今 後 も サ ー ビ サ ー と の 連 携 強 化 を 図 り 、 回 収 促 進 に 努 め て い た だ き た い 。  

 

４ ． そ の 他 間 接 部 門  

  共 同 シ ス テ ム の 安 定 稼 働 の た め 、コ モ ン シ ス テ ム 事 務 処 理 マ ニ ュ ア ル の 整 備 や 各 担 当 者 へ の

処 理 手 順 の 周 知 な ど も 行 っ て お り 、ま た 、事 業 継 続 計 画 に つ い て も 、平 成 ２ ４ 年 に 事 業 継 続 計

画 を 策 定 し 、研 修 等 に よ り 各 職 員 へ の 危 機 管 理 に 関 す る 意 識 向 上 に も 取 組 ん で お り 評 価 で き ま

す 。 引 続 き シ ス テ ム の 安 定 稼 働 等 に 努 め て い た だ き た い 。  

  広 報 活 動 に つ い て は 、ホ ー ム ペ ー ジ の リ ニ ュ ー ア ル に よ り 利 便 性 の 向 上 を 図 り 、ま た 、制 度

案 内 等 の リ ー フ レ ッ ト・チ ラ シ を 関 係 機 関 へ 配 布 し 保 証 協 会 の 認 知 度 向 上 に も 取 組 ん で い ま す 。

今 後 も 引 続 き 広 報 関 係 を 充 実 さ せ る よ う 期 待 し ま す 。  

５ ． 収 支 状 況  

  保 証 利 用 の 減 少 な ど 厳 し い 経 営 環 境 の 下 、収 支 差 額 を 確 保 し 経 営 基 盤 の 強 化 を 図 ら れ た こ と

は 高 く 評 価 で き ま す 。こ れ か ら も 協 会 の 基 本 方 針 に 沿 っ た 取 組 を 行 う こ と で 、中 小 企 業・小 規

模 事 業 者 の よ き 相 談 相 手 ・ よ き パ ー ト ナ ー と し て の 役 割 を 果 た せ る よ う 期 待 し ま す 。  

 

コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 及 び 運 営 状 況 に 対 す る 評 価 意 見  

 

コ ン プ ラ イ ア ン ス・プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 、同 委 員 会 を 中 心 に コ ン プ ラ イ ア ン ス の 推 進 が 図 ら れ
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て い ま す 。 ま た 同 委 員 会 は 適 宜 実 施 さ れ 、 必 要 な 審 議 や 報 告 が な さ れ て い ま す 。  

 研 修・啓 蒙 活 動 に つ い て は 、コ ン プ ラ イ ア ン ス・プ ロ グ ラ ム に 沿 っ た 活 動 が 行 わ れ 、特 に 研 修

活 動 に つ い て は 、毎 年 定 期 的 に 実 施 さ れ て い ま す 。ま た 、職 員 へ の 意 識 調 査 も 毎 年 実 施・検 証 し 、

職 員 の 意 識 向 上 に 取 組 ん で い ま す 。  

 事 務 ミ ス 案 件 に つ い て 、毎 月 の 定 例 会 議 で 発 生 原 因 や 今 後 の 防 止 策 を 含 め た 議 論 が な さ れ て お

り 今 後 も 継 続 し て い た だ き た い 。   

反 社 会 的 勢 力 の 排 除 に 対 す る 取 り 組 み に つ い て は 、関 係 機 関 と 連 携 し て 毎 年 研 修 会 を 実 施 す る

な ど 組 織 全 体 の 意 識 の 高 さ が 窺 わ れ ま す 。  


